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■ 会 長 挨 拶         鈴木 廣利君 
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 この２、３日この地域は深夜に大粒の雨が降っ

て明け方には止んでしまう日が続いております。 
東京でも残り水や風呂の残り湯を路上に撒く事を

奨励しておりこれによって２～３℃は気温が下が

っているようです。私も朝起きて庭に出ると、夕

べの雨で爽やかな気分になります。 
さて、今日は牧田静二第５分区ガバナー補佐と

桜井一郎補佐幹事をお迎えしてクラブアッセンブ

リーがこの例会後１３時３０分より行われます。

例会ではガナバー補佐にも卓話をお願いしてあり

ます。ぜひクラブ協議会では各委員長は、クラブ

計画書を読むのではなく、より具体的に「自分は

このようにやりたいのだ。」と云う発言をしてガバ

ナー補佐のアドバイスを受けるようにお願いした

いと思います。 
尚、最近私自身が感じている事で、今日も出席の

後藤君から話があると思いますが、当クラブの例

会出席率が大変悪いと思います。ロータリアンの

第一条件は「まず出席」です。この大切な事をよ

り認識して今一度考えていただきぜひ１００％出

席の日を作っていただきたい。 
又、来週はガバナー公式訪問日ですので会員の皆

様には万障くり合わせて出席をお願いしたいと思

います。 

■ 理 事 会 報 告       松葉 隆夫君 
• ８月・９月のプログラムについて承認されました。 
• ２００４～０５年度会計監査報告・承認について

承認されました。 
• 江﨑友次郎君の出席免除願更新について承認さ

れました。 
• 地区大会出席義務者について各委員長と新会員

の出席をお願いしました。 
• その他 

青少年育成セミナー ９／１０（土） 
ホテルサンルート清水 

富士山の自然環境実体験ツアー９／１０（土） 

の出席義務者について話し合いをしました。 
４３回藤枝柔道祭開催 

８／１３（土）１３：００～ 
会長・委員長の出席をお願いしました。 

８／１０ガバナー公式訪問 １００％出席のお

願い 

■ 幹 事 報 告           松葉 隆夫君 
• インターアクトクラブ年鑑がインターアクト小

委員会より届いています。 
• 「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動に対する

協力のお願いが届いています。 

■ 出 席 報 告           後藤 功君 
本日のホームクラブ 

出 席 者 前回の補正出席者 

30／41 73.17％ 32／41 78.05％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇池ノ谷君 〇石垣君 〇竹田君 〇宮川君  
浅川君 板倉君 杉浦君 鈴木舜君 酒向君  
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仲田晃君 望月志君  
(２)メークアップ者 
青島 克郎君（ＣＡＩＲＮＳ ＷＥＳＴ・ＣＡＩＲ

ＮＳ ＳＵＮＲＩＳＥ・年次大会 浜松北） 
岩田 規君（焼津）    栗原 毅君（焼津） 
杉山 静一君（焼津） 

■ ビ ジ タ ー                
牧田 静二ガバナー補佐 
桜井 一郎ガバナー補佐幹事 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ        後藤 功君 

• ８０歳（傘寿）を迎えました。誕生祝ありがとう

ございました。            岩田 規君 
• ガバナー補佐、ようこそお越しくださいました。

先日の静岡クラブ創立７０周年記念例会では、奥

様にも大変お世話になりました。牧田先生本日例

会欠席で申し訳ありません。    宮川 邦光君 
• インターアクト海外研修と年次大会を無事終え

る事が出来ました。           青島 克郎君 

スマイル累計額 ８２，０００円 

■ ガ バ ナ ー 補 佐 挨 拶             
牧田 静二様 

今年度第５分区ガ

バナー補佐を仰せつ

かりました静岡ＲＣ

の牧田です。どうかよ

ろしくお願い致しま

す。 

さて私がこれからお話しすることは、全てクラ

ブ計画書に掲載されていることですから、詳細は

それらをお読みいただくこととして、お役目です

からごく要点のみを紹介致します。 

今年度のＲＩ会長は、カール・ヴィルヘルム・

ステンハマーさんといってスウェーデンのイェー

テボリＲＣに所属し、職業は国際的な食品ブロー

カーのガスト・Ｆ．ブラット社のオーナーである

と紹介されております。そして、ステンハマー会

長の今年度のテーマは 

ＳＥＲＶＩＣＥ　ＡＢＯＶＥ　ＳＥＬＦ（超我

の奉仕）です。 

この標語は「Ｈｅ　ｐｒｏｆｉｔｓ　ｍｏｓｔ 

ｗｈｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｂｅｓｔ」（最も良く奉

仕する者は、最も報われる）と共に創立間もない

頃のロータリーの国際大会で採択されていた標語

です。ただし、「Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ・・・」の

方は余りに功利的過ぎるということで、現在は採

択されず「Ｓｅｒｖｉｃｅ　ａｂｏｖｅ ｓｅｌ

ｆ」のみが残ったようです。 

今般、ステンハマー会長がロータリーの金看板

とも言えるこの古い標語を持ち出したのは、創立

１００周年を超え、ロータリーにとって新しい世

紀を踏み出すにあたり、ポール・ハリスの創始の

精神に戻り、もう一度ロータリーを見直そうとい

うメッセージが込められているものと理解されま

す。 

そして、ステンハマー会長は、今年度のロータ

リーのテーマとして、１．識字率の向上、２．水

資源の保全を掲げております。ロータリアンの献

身的な努力によってポリオ撲滅が達成されようと

している今日、新たな目標としてこの２つのテー

マが取り上げられました。 

次に、今年度第２６２０地区ガバナーに清水北

ＲＣの鈴木亀雄さんが就任しました。鈴木ガバナ

ーは旧清水市で古くから続くお酒の醸造元、三和

酒造の取締役会長です。私は下戸でお酒のことは

さっぱり判りませんが、銘酒「静ごころ」の醸造

元と言えば御存知の方も多いかと思います。 

鈴木ガバナーは今年度の地区目標として、次の

６項目を掲げております。 

①会員増強 

クラブの活性化を目指し、純増目標を決め、大会

者防止に努める。 

 会員数 ６０名以上のクラブ  ＋４ 

    　４０～５９名   　　＋３ 

    　３９名以下    　　＋２ 

②ロータリー財団寄附　１２０ドル 一人１年間 

③ベネファクター 各クラブ１名以上 

 ロータリー財団の基金に、１０００ドルします
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と、ベネファクターの称号が与えられます。これ

は年次寄附と違って恒久的な基金として積みたて

られ、その利息がロータリー財団の事業に利用さ

れます。 

④米山記念奨学金事業寄附   

一人１年１２，０００円 

日本におけるロータリーの創始者、米山梅吉翁

を記念して始められた事業です。米山奨学金は日

本へ留学中の近隣諸国の留学生に支給されていま

す。当地区でも毎年２０名前後の学生に与えられ

ております。特別寄付者には米山功労者の称号が

与えられています。静岡県にある米山記念館をわ

れわれはもっと積極的に利用して行きたいと思い

ます。 

⑤ＧＳＥ 

今年の研究グループ交換は第３５００地区（台湾、

桃園県、新竹県、苗栗県）とチームを交換するこ

とに決定しました。 

受入 ２００５年１０月（５名） 

派遣 ２００６年３月 

期間 １０月８日（土）中部国際空港（セントレ

ア）到着、翌１０月９日から１０月１５日

（土）山梨第４分区へ引き継ぐまで、６泊

７日間を当地区でお世話することになり

ました。 

先般の７月９日開かれた第５分区の会長、幹事

会で、分区内の分担を次のように決定しました。

各クラブのご協力をお願いします。 

（第５分区分担） 

静岡、静岡西、静岡北ＲＣ 各１名  

焼津、焼津南ＲＣで１名、 

藤枝、藤枝南ＲＣで１名、 合計５名 

⑥地域活性化援助金 

・青少年交換援助金  ・ＩＴ推進化支援資金 

・青少年育成支援資金 ・拡大増強支援資金 

（地区事業） 

 富士山の環境美化 そして世界遺産に 

 彫刻による野生イネの自生地保全（生態系保全） 

￥２，０００／人・年 

（ＩＭ） 

 平成１８年４月２３日（日） 

静岡センチュリーホテル 

今年度は第４分区、第５分区合同で行います。 

さて、１９０５年、シカゴでポール・ハリス

が３人の仲間と、ロータリー活動を始めたとき、

最初に彼が目指したのは仲間間の相互扶助・互

恵にあったことは間違いないと思います。しか

し、彼が偉かったのは、組織や運動が広がるに

つれ、そこにプロテスタントとしての信仰に基

づく職業を通じて社会に奉仕する、ロータリア

ンは誠実で最高の道徳規範の持ち主でなければ

ならないという思想を運動の中心に据えたこと

です。そして、“１業種１人”という職業分類の

原則を取り入れました。これは何も同じクラブ

に同業者が複数いると、お互いに足を引っ張っ

たり、いさかいを起こしてはいけないなどとい

うケチな根性から採用されたのではありません。

ロータリアンは各自がその地方の業界の代表者

として誰からも信用される人物の集まりである

という誇りと責任を持つべきであるという哲学

がその根底にあるのだと思います。この哲学が

判らないと運動が間違った方向へ行ってしまう。

よく先輩から“ロータリーは職業奉仕だよ”と

言われるのもこのことを指していると考えます。

今日、ロータリーの不振と低迷が叫ばれるとき、

改めて“ポール・ハリスの創始の精神に帰れ”

と言いたいですね。 

■ 静岡第５分区ガバナー補佐訪問クラブ協議会        
＜次第＞ 

１．藤枝ＲＣ鈴木会長挨拶 

２．牧田静二ガバナー補佐挨拶 

３．各委員会事業計画発表 
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（担当／望月俊） 


